動物倫理の西洋文化(4)ルート=E・モーアマン<屠殺を業とする者よ、汝、鮮血に染まるも…> : 19世紀の公共屠殺場の設立事情 by モーアマン ルート=E & 河野 眞





















─ 19 世紀の公共屠殺場の設立事情 ─
1）出典 , オスナブリュックの都市アーカイヴ：Staatsrchiv Osnabrück（以下では StA Os と略す）Dep3bIV 
Nr.1868. 開封された封筒の表に鉛筆書きで年次も署名を欠いているが、＜当地の警察本部へ＞の宛名書き
がなされている。1886 年以後に封入された。ジーゲンの屠殺場の見学に因んでオスナブリュックの市職
員が思い出のよすがに記したと思われる。またミュンスターの都市アーカイヴをも参照 , Stadtarchiv 























3）筆者たちのミュンスターでの経験と重なる作業工程については次の新聞記事を参照 , “Die Ziet” Nr.40（1986
年 9 月 26 日付）「私の毎日の仕事：畜殺場にて、90 ヴォルト」（Ulf ERDMANN ZIEGLER の署名）。この
記事では豚を鋸引きするとあるが、ミュンスターでは刃物で切断するのが通常であった。；なお 19 世紀
から 20 世紀への転換期のアメリカでのベルトコンベヤー方式の屠殺については次の文献が刺激的な記述
に富み、また何度も版を重ねた。参照 , Upton SINCLAIR, The Jungle. New York 1906. ドイツ語訳 : Der 
Sumpf. Hannover 1906.; Der Dschungle. Reinbek bei Hamburg 1985, bes.S.50ff. また機械化をめぐる基本的な動
向 に つ い て は 次 の 文 献 を 参 照 , Siegfried GIEDION, Die Herrschaft der Mechanisierung. Ein Beitrag zur 
anonymen Geschichte. Mit einem Nachwort von Stanislaus von MOOS. Zürich 1984. (Original: Mechanization 
Takes Command. Oxford University Press 1948), S.238ff. この書物では屠殺場の歴史はパリとシカゴに限定し
て取り上げられている。
4）原典 , Deutscher Fleischer-Verband, ただしここでは『フランクフルト・アルゲマイネ新聞』（FAZ, 1986 年
11 月 15 日付）から重引した。なおこの統計によれば豚肉以外の獣肉を併せた食肉の一人当たり年間消費








れは、ハムブルクの一か所を除くと、すべてドナウ河より南であった 7）。その 3 年後の
1868 年 3 月 18 日、プロイセン王国は、公共かつ専用の屠殺場を稼働させた 8）。それと
共に地域体の屠殺の制約が射程に入り、また事実、すべてのプライヴェートな屠殺の禁
止も可能になった。まもなくプロイセン以外の国々もそれに倣い、19 世紀の終わりには、
ドイツ全土には優に 700 の公共の屠殺場ができていた 9）。
6）ANONYM（こと BRANDES）, Über Schlachthäuser, mit besonderer Rücksicht auf die Verhältnisse in der Kö-
niglichen Residenzstadt Hannover. Hannover 1865, S.3.




8）たとえばヘルマン・ファルクからも読みとれる。参照 , Hermann FALK, Die Einrichtung öffentlicher 
Schlachthäuser mit Anhang: Die Schlachthaus-Gesetze sowie Schlachthaus-Verordnungen und Situationspläne. Os-
terwieck/Harz 1886, S.45-47.; S.48-50.












多大の困難を覚えたのである。それでも 1818 年のパリでは、最初の 5 カ所の屠殺場、
規模の合計では 240 室の屠殺室をオープンさせることができた。フランスの大都市や中






10）ANONYM., Schlachthäuser ( 前掲 注 6), S.13.
11）同上 , S.7ff.; また次を参照 , Theodor RISCH, Bericht über Schlachthäuser und Viehmärkte in Deutschland, 
Frankreich u.s.w. Berlin 1866.
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12）参照 , GIEDION, Mechanisierung ( 前掲 注 3), S.238ff.
13）参照 , ANONYM, Schlachthäuser ( 前掲 注 6), S.3f. und 15.; FALK, Schlachthäuser ( 前掲 注 8), S.5ff.
14）ANONYM Schlachthäuser ( 前掲 注 6), S.16f.















虫に侵された食肉を食べた 337 人のうち、101 人が（多くは）激しい苦痛に襲われて死
亡した 18）。ちなみに 19 世紀初め頃は、病気にかかった動物の肉を食することはまだ危
16）参照 , GIEDION, Mechanisierung ( 3), S.241ff.; SINCLAIR, Der Dschungel ( 前掲 注 3), S.50.






















18）BROCKHAUS ENZYKLOPÄDIE, 14.Aufl, Bd.15. Leipzig/Berlin/Wien 1898, S.81f.; また同事典に付された
（S.838. の次）「動物地図 II」（獣群から旋毛虫病の感染まで）が特にザクセン＝テューリンゲン地域を中
心にあつかっている。
19）FALK, Schlachthäuser ( 前掲 注 8), S.9.
20）同上 , S.19.






















































ゆる《料理》を盛ったり洗ったりするのにも使う＞（StA Os Dep 3b IV Nr. 1870: 1906 April 12） 
24）StA Os Dep 3b IV Nr.276: 1859. 臭気の問題は、知覚の革命によってはじめて現実的となり、大目に見て
すませる波動の明らかな減退を結果した。これについては参照 ,  Alain CORBIN, Pesthauch und Blütenduft. 
Eine Geschichte des Geruchs. Frankfurt a.M. 1988, bes. S.81ff. ( フランス語原書 : Le Miasmet et la Jonquille. L 
odorat et l imaginaire social XVIIIeßXIXe siecles. Editions Aubier Montaigne. Paris 1982.).
25）同上 : ケームニッツでは、病気の獣肉を食べたことによる中毒が既に 1857 年に話題になっていたが、
1879 年には多数の被害者が出たことによって改めて激しい議論が起きた。しかしケームニッツの中央屠
殺・畜殺場の稼働にこぎつけるには、1884 年までかかかった。 これについては次の文献を参照 , 
ANONYM., Gewerbe- und Medicinalpolizei. A. Errichtung eines Central-Schlacht- und Viehhofes. Aus: Bericht über 
die Verwaltung und den Stand der Gemeindeangelegenheiten der Stadt Chemnitz auf das Jahr 1881, S.1f.; StA Os 


















A. 入口　B. 出口　C. 運搬車の搬入口ならびに豚の下ろし場所　D. 同じく小家畜の下ろし
場所　E. 大型家畜の屠殺ホール　F. コミュニケーション空間
a. 馬厩舎　b. 牛の厩舎 c. 堆肥穴　d. 便所　e. 獣血・獣皮置き場　f. 運搬車置き場 g. 事務
所　h. 豚舎　i. 仔牛舎　j. 肉置き場　k. 木材置き場　l. 羊舎　m. 門衛詰所　n. 豚の臓物置




























26）FALK, Schlachthäuser ( 前掲 注 8), S.14ff.
27）たとえば次を参照 , Jul. SPRINGER, Führer durch den städtischen Central-Vieh- und Schlachthof von Berlin. 
Berlin 1886.; H. BLANKENSTEIN, A. LINDEMANN, Der Central-Vieh- und Schlachthof zu Berlin, seine 
baulichen Anlagen und Betriebseinrichtungen. Berlin 1885.; C.Ch. von BÜLOW, Oeffentliche Schalchthäuser, ihre 
Notwendigkeit, Organisation und Rentabilität für alle grossen und mittleren Städte. 1870.
28）参照 , 建築士ヘニッケの 1886 年の出張報告を参照 , (Baumeister) HENNICKE, Reisebericht vom 1886.; 同
じく建築士ケーニヒの出張報告を参照 , (Baumeister) KÖNIG, Reisebericht des Stadtbaumeisters König. Bern-
burg (Bernburger Schlachthaus-Acten).o.J. これらの出張報告は次文献による。参照 , FALK, Schlachthäuser ( 前
掲 注 8), S.31.










スク、マスク用鏨 vii である 32）。


















30）たとえば FALK, Schlachthäuser ( 前掲 注 8), S.51ff. に再録された「屠殺場の利用に関する条例（Polizei-
Ordnung）」はエルフルトやベルンベルク他の諸都市において適用されていた。その条項（§14）には＜
子牛と去勢羊の窒息死を禁ず＞とある。
31）参照 , StA Os Dep 3b IV Nr.1890. この資料のなかに「オスナブリュックの市立畜殺場の基本規則」が収
録されて言いる（S.12）; StadtA Ms Stadtreg. Fach 50 Nr.36: Drucksache Nr.42. des Berliner Thierschutz Vereins 
o.J. (ca. 1890),    Fach 50 Nr. 80: Schlachtordnung der Stadt Münster i.W: vom 15 Mai 1913, §7.
32）フランス語の Bouterolle は Bajonetthülse（銃剣の鞘）や Stempel（打印器の父型やポンプのピストン）
を指す。
33）BROCKHAUS ENZYKLOPÄDIE, 14.Aufl, Bd.14., S.364.
34）Bernburger Schlachthau-Verordnung 引用は次の文献による。参照 , FALK, Schlachthäuser ( 前掲 注 8), S.12. 
オスナブリュックの 1906 年の屠殺場規則では対照的に次のように謳われている。＜失神の方法は畜殺場












1840 年代以来作られていった。たとえばドレスデン 1949 年、ハムブルク 1841 年、ミュ












35）Bernburger Schlachthaux-Verordnung §§4, 7, 11 und 13. 引用は次の文献による。参照 , FALK, Schlacht-
häuser ( 前掲 注 8), S.12.
36）Osnabrücker Schlachthausordnung vom 11. April 1906, §§8 und 15 (StA Os Dep 3b IV Nr.1890) － 他の諸都
市の畜殺場規則に盛り込まれた諸規程もほぼ同様である。
37）BROCKHAUS ENZYKLOPÄDIE, 14.Aufl, Bd.15., S.844. 以下の動物保護組合の文献は、アーカイヴの観
点に合致し、また包括的な性格にあるものに限った。参照 , StadtA Ms Stadtreg. Fach 154, Nr.7.;   Fach 50, 
Nr.36.; StA Os Dep 3b IV Nr.1524. オランダの最近の文献では次を参照 , Karel DAVIDS, De zondeval van de 
dierenbeul. Toelatbaar en ontoelaatbaar gedrag tegenover dieren in Nederland vanaf de late middeleeuwen tot de 
twintigste eeuw. In: Een schijn van verdraagzaamheid. Afwijking en tolerantie in Nederland van de zestiende eeuw 
tot heden, onder redactie van Marijke Gijswijt-Hofstra. Hilversum 1989, S.237-262.
38）参照 , ミュンスターとオスナブリュックの動物保護組合の文献 ( 前掲 注 37)



















40）StA Os Dep 3b IV Nr.1524. o.D. 文書タイトル „Die Greuel des Schlachtens“.





















その最初の使用例の報告は、1874 年 8 月 14 日のニュルンベルクでのことで、詳しい記
るが、血を受ける容器を空にする間、この貴重な液体を一滴でも無駄にしないために、切断箇所を指に
抑えておく＞（StA Os Dep 3b IV Nr.1524. o.D.S）。―　またアプトン・シンクレアが 1905 年に＜フィール
ドワーク＞のために労働者として一週間はたらいシカゴの畜殺場では、豚は、予め気絶させることなく
切断された。参照 , SINCLAIR, Der Dschungel ( 前掲 注 3), S.50f.　－　また次を参照 , StadtA Ms Stadtreg. 
Fach 50 Nr.36 にはベルリンの動物保護組合の印刷物が「小動物の屠殺における不必要な動物虐待行為」を
はじめ多数含まれている。
43）ベルンブルクの屠殺規則（Bernburger Schlachtordnung）§10. ここでは参照 , FALK, Schlachthäuser ( 前掲 








であろう。＞（ベルリン新動物保護組合 Neuer Berliner Thierschutzverein のパンフレット Nr.25 o.D. In: StA 
Os Dep 3b IV Nr.1868.）
45）同上 , StadtA Ms Stadtreg. Fach 50 Nr.36;  ベルリン動物保護組合（Berliner Thierschutzverein）のパンフレッ
ト Nr.59. 屠殺士に向けた強力・確実な打撃の練習器を取り上げている。







棒が組み込まれる。それは、一撃ちするだけで、2kg の重さの 30cm の木製の棒を





































 定価 17.50 マルク 定価 35.50 マルク（目隠しマスク付き）





鋼鉄帯・螺旋バネ付き　　11 マルク 定価 3.50 マルク
　鋼鉄針金・螺旋バネ付き　8.50 マルク 大 3.50 マルク　小 2.25 マルク
条溝ボルト具 強化持ち柄は追加 1 マルク
螺旋バネ無し　6.50 マルク
上記の全てに合う柄　1 マルク

























すると、すでに約 300 人を数えていでた 55）。他方、同時期の大都市でもブレーメンや
ドレスデンでは、運営の人員は 15 人から 30 人で、またミュンヒェンでは約 90 人であっ
49）StA Os Dep 3b IV Nr.1868: 1886.; また同文書 Dep 3b V Nr.280.




51）[ 訳者補記 ] 注番号はあるが記載を欠く。
52）StA Os Dep 3b IV Nr.1868. に収録されたベルリン動物保護組合のパンフレット Nr.26. によれば、20 世紀
に豚用失神具として一般化する鋲撃ち器（Bolzenschußapparat）が現れたのはようやく 1925 年であった。
なお今日では、電流による失神が一般的である。コレラに就いては次の文献を参照 , Heinrich SIUTS, 
Bäuerliche und handwerkliche Arbeisgeräte in Westfalen. Die alte Geräte der Landwirtschaft und des 
Landhandwerks 1890-1930. (Schriften der Volkskundlichen Kommission für Westfalen, 26) Münster 1982, S.186.
53）StA Os Dep 3b IV Nr.1868. に収録されたベルリン動物保護組合のパンフレット Nr.26.









稚＞はゲッティンゲンでは 600 マルク、ブレーメンでは 750
マルクであった 58）。また 15 年後の 1900 年には、オスナブリュックでは市立畜殺場の
労働者の年収はようやく 900 マルクであった 59）。
世紀の転換期の労働者の勤労条件をオスナブリュックの場合で見ると、余暇やアフ
ターファイヴといった言葉とは無縁であったことがたちどころに見てとれる。労働時間
は、十一月から五月までは 7 時から 19 時まで、四月と九月と十月は 6 時から 20 時まで、





4 4 4 4 4 4 4
として、集中して仕事ができる夏季には畜殺場での午前中の仕
事はさらに一時間追加された 60）。こうして労働者の過程では、5 人か 6 人の子供たちに
は父親が不在の時間が非常に長かった。しかしまた 24 年間勤続した者には、証明書と






といったことも言われてきた 63）。また 14 歳以下の子供には屠殺を見せてはいけないと
55）屠殺場の運営責任者には一戸建て住宅（1430 マルク相当）と年間給与１万マルクが支給され、また獣
医長は 6 千マルク、主任は 1500 マルク、守衛と倉庫番は 1000 マルクであった。以上は FALK, Schlacht-







59）StA Os Dep 3b IV Nr.1870, 1900. .
60）同上に収録された、二人の畜殺場勤務者 Fr.V. と H.B. に対する賃金引き上げ要求の根拠として、畜殺場
の管理者ブルクマン（H. BURGMANN）が残した文書による。


















るのは、かなり後の 1913 年にミュンスターの畜殺場で賃屠殺士に向けて発せられた 
＜就業規則＞で、そこに彼らについて細則が記されている 67）。オスナブリュックでは、
その種類の人々はすでに 20 世紀の初めから確かめられる。これらから推すと、早く







62）同上 , 畜殺場管理者ブルクマンによる 1907 年 3 月 5 日付の文書。また精肉業の徒弟が失神させない豚




63）Walter JANKA, Schwierigkeiten mit der Wahrheit. Reinbek bei Hamburg 1907, S.21f. 著者の記すところでは、
この個別事項のために、レーオンルト・フランク（Leonhard FRANCK）の長編小説は＜味気ない＞とし
て東ドイツの検閲によって認められなかった。
64）参照 , StadtA Ms Stadtreg. Fach 50 Nr.36. に収録されたベルリン動物保護組合の多様なパンフレット
65）参照 , StA Os Dep 3b Nr.1890, 1904 Februar 1.


































ⅲ　 (108) 手斧（Beil 特に瘤付き手斧 Knopfbeil）：刃の反対側（上部）の先端にこぶ状の突起のある手斧
ⅳ　 (116) 切断尖頭器（Hakenbouterole 打撃の部分が中空鏨（たがね）の形状をした手斧）
ⅴ　 (116) 鋲ペレット（Federbolzenapparat）：鋲打ちのために注射器のような形状で刺殺棒が仕組まれた器具。
ⅵ　 (116 ) 鋲打ちハンマー（Schlagbolzenhammer）：リベット・ハンマーと近似した仕様の打撃器。
67）StadtA Ms Stadtreg. Fach 50 Nr.80: 1913 Mai 15.
68）同上
69）同上












Ruth-E. Mohrmann, „Blutig wol ist Dein Amt, o Schlachter ・・・“  Zur Errichtung 
öffentlicher Schlachthäuser im 19. Jharhundert.  In: Hessische Blätter für Volks- und 
Kulturforschung. NF d. Hessischen Blätter für Volkskunde, Bd.27 (1991), S.101-118.  
ルート・エーディット・モーアマンは 1945 年にニーダーザクセン州イルゼーデ（パ













Volksleben in Wilster im 16. und 17. Jahrhundert (=Studien zur Volkskunde und Kulturge-
schichte 2), Neumünster (Diss. Kiel 1975) 1977.   
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Alltagswelt im Land Braunschweig. Städtische und ländliche Wohnkultur vom 16. bis zum frü-
hen 20. Jahrhundert, 2 Bde. Münster 1990.　(Beiträge zur Volkskultur in Nordwestdeutschland 
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